




















まえおき 

全身性エリテマトーデス(SLE)は 11～30 才台が 61%を占めているが,20才台についで 10 才

台の発症率が多く,小児期にも 10～20%を占めている。小児 SLE は,臨床症状や検査所見な

どの病態が成人 SLEと異っているといわれている。しかし,診断基準では特に小児 SLE に対

するものはない。そこで,アメリカリウマチ協会(ARA)の SLE 分類予備基準の旧基準(1971)

と新基準(1982)を用いて,自験 SLE にて対比し,両者の診断率及び陽性項目数を検討した。

また,他の小児膠原病を対照として,`の両基準の項目別の感度(sensitivity)と特異度

(specificity)を検討した。 


